
　
今
年
４
月
か
ら
放

映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド

ラ
マ「
サ
イ
レ
ン
ト
・

プ
ア
」が
話
題
を
呼

ん
だ
。
懸
命
に
生
き

な
が
ら
も
現
在
の
社

会
的
孤
立
の
淵
に
沈

ん
だ
人
た
ち
と
、
そ

の
人
た
ち
に
寄
り
添
い
、
手
を
差

し
伸
べ
る
社
協
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
里
見
涼
ら

の
姿
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
▼「
私

は
、そ
の
手
を
離
さ
な
い
」―
ド
ラ

マ
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
こ
の
言
葉
は
、

今
日
の
福
祉
に
携
わ
る
者
の
背
中

を
押
す
と
と
も
に
、
と
き
に
は
姿

勢
を
正
す
言
葉
だ
▼
先
日
、
あ
る

市
町
村
社
協
の
ワ
ー
カ
ー
か
ら
権

利
擁
護
の
相
談
を
受
け
た
が
、
困

難
な
状
況
に
立
ち
向
か
お
う
と
し

て
い
る
ワ
ー
カ
ー
の
思
い
に
応
え

き
れ
ず
、
苦
い
思
い
が
残
っ
た
▼

い
ま
、
本
会
で
は
第
４
次
中
期
計

画
を
つ
く
っ
て
い
る
。「
私
は
、そ

の
手
を
離
さ
な
い
」と
い
う
思
い

は
、
市
町
村
社
協
や
社
会
福
祉
施

設
、
相
談
機
関
で
働
く
人
、
民
生

児
童
委
員
等
々
の
皆
さ
ん
が
抱
い

て
い
る
思
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
第

一
線
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
本
会
は

何
が
で
き
る
の
か
。
計
画
づ
く
り

の
大
切
な
柱
の
一
つ
と
し
て
考
え

た
い
。 

（
Ｔ
Ｔ
）

●京都府社会福祉協議会事業・決算報告

●あなたの想いを形に変える新たな挑戦
福祉人材確保 ・定着・育成をめざした
新規事業を開始
●夢中！ 熱中！ ふくしびと

子ども達に絵本の読み聞かせ
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※民間社会福祉施設整備資金にかかる収支等を除く実質的な収支
※決算総括表及び財産目録等は、本会ホームページに掲載しています

補助･委託金収入
69.9%
（342,059,908円）

人件費
43.4%
（201,118,434円）

会費収入
3.0%
（14,862,400円）

寄付金収入
0.8%
（3,906,905円）

共同募金配分金
3.2%
（15,480,526円）

事業収入
16.6%
（81,478,567円）

預金利子
2.6%
（12,795,696円）

経常収入内訳　総計 489,393,580円
その他
2.5%
（11,837,591円）

貸付金利子収入
1.4%
（6,971,987円）

事務的経費
（印刷費・通信費など）
2.4%（11,112,796円）

地域福祉・ボランティア
振興関係事業費
4.9%（22,500,000円）

共同募金配分金事業費
3.3%（15,480,526円）

権利擁護・苦情解決等
利用者支援事業費
17.8%（82,341,370円）

福祉人材確保
関係事業費
23.6%
（109,261,804円）

その他の事業費
4.3%
（19,900,281円）

全社協負担金
0.3%
（1,432,000円）

経常支出内訳　総計 463,147,211円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行
等

の
後
方
支
援
を
実
施
。（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
８
３
２
４
名
）

・ 

常
設
型
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
設
置
推
進（
協
定
型

含
む
９
ヵ
所
設
置
）

重
点
事
業
❶

  

市
町
村
社
協
支
援
と

連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
福
祉
の
推
進

孤
立
し
が
ち
な
人
を
見
逃
さ
ず
自

立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

小
地
域
福
祉
活
動
や
サ
ロ
ン
、
地

域
の
幅
広
い
関
係
者
等
に
よ
る

「
絆
ネ
ッ
ト
」を
市
町
村
社
協
と
協

働
し
て
推
進
し
ま
し
た
。

・ 「
高
齢
者
見
守
り
活
動
強
化
事

業
」と
し
て
、
25
市
町
村
で
社

協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
３
８
４
団
体
が
５
２
４

事
業
を
実
施
。

・ 「
団
地
・
集
合
住
宅
に
お
け
る
地

域
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、「
第

２
回
き
ょ
う
と
地
域
福
祉
活
動

実
践
者
交
流
会
」を
市
町
村
社

協
連
合
会
と
共
催
し
、
２
０
０

名
の
参
加
者
が
実
践
交
流
。

・ 

共
生
社
会
の
実
現
を
福
祉
教
育

の
課
題
と
し「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
視
点
の

福
祉
教
育
」を
テ
ー
マ
に
実
践

講
座
を
開
催
。

・ 

市
町
村
社
協
中
間
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
会
議
を
新
た
に
実
施
。

調
査
・
地
域
分
析
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
修
や
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド

を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー

カ
ー
実
践
研
究
会
を
開
催
、
実

践
力
を
強
化
。

る
た
め
、
10
市
区
町
村
社
協
の

実
地
調
査
を
実
施
。

❖ 

介
護・福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評

価
等
支
援
機
構（
事
務
局
受
託
）

・ 

受
診
件
数
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

分
野
１
５
６
件（
前
年
度
比
８
・

２
％
減
）、福
祉
サ
ー
ビ
ス
分
野

72
件（
前
年
度
比
56
・
５
％
増
）

の
合
計
２
２
８
件（
前
年
比
５
・

５
％
増
）。

・ 

社
会
的
養
護
施
設
の
受
診
義
務

化
を
受
け
て
、
施
設
と
評
価
機

関
の
双
方
を
対
象
と
し
た
研
修

会
を
開
催
。

重
点
事
業
❹

福
祉
人
材
の
確
保
・

定
着
・
育
成

福
祉
・
介
護
職
場
の
人
材
確
保
に

つ
い
て
、
従
来
事
業
の
充
実
と
と

も
に
、
新
規
事
業
を
積
極
的
に
展

開
し
ま
し
た
。

・ 

福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業

で
は
、
求
人
登
録
数
８
２
４
４

名
、
求
職
登
録
者
数
２
２
５
３

名
、あ
っ
せ
ん
数
６
２
８
名
、成

立
２
６
０
名
。

・ 

福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
で
は
、

計
４
回
の
開
催
で
、
２
０
０
名

の
方
が
内
定
。

・ 

府
内
各
大
学
等
で
、
福
祉
職
場

の
魅
力
等
を
説
明
す
る
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
年
17
回
実
施
し
、
延

６
０
４
名
が
参
加
。

・ 

福
祉
人
材
の
資
質
向
上
と

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
を
目

指
し
、
社
会
福
祉
研
修
を
33

コ
ー
ス
、
延
１
３
０
日
開
催
し
、

４
１
４
３
名
が
受
講
。

重
点
事
業
❺

防
災
・
減
災
の

ま
ち
づ
く
り
と

災
害
時
要
配
慮
者

支
援
の
取
り
組
み

平
常
時
か
ら
の
防
災
・
減
災
を
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し

た
取
組
の
推
進
と
と
も
に
、
発
災

時
に
は
、
迅
速
な
現
地
支
援
活
動

を
広
域
的
・
後
方
支
援
と
し
て
展

開
し
ま
し
た
。

・ 

平
成
25
年
９
月
の
台
風
18
号
大

雨
災
害
に
際
し
て
、
福
知
山
市・

舞
鶴
市
・
亀
岡
市
・
南
丹
市
に

お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
資
器
材
整
備
、ス
タ
ッ

フ
派
遣
、
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
事
務
局
と
し
て
の

重
点
事
業
❷

生
活
困
窮
者
等
の

自
己
実
現
と

自
立
支
援

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
を
中
心

に
、
生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援
及

び
就
労
へ
の
橋
渡
し
を
柱
と
し
た

事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

・ 

生
活
福
祉
資
金
及
び
臨
時
特
例

つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付
総
件
数
は
、

２
５
３
２
件
と
前
年
度
よ
り
微

減
。

・ 

総
合
支
援
資
金
の
貸
付
が
大
き

く
減
少
し
た
一
方
で
、福
祉
、教

育
支
援
資
金
は
17
％
増
加
。

・ 

全
府
的
な
償
還
支
援
・
促
進
の

取
り
組
み
に
よ
り
、福
祉
資
金
・

教
育
支
援
資
金
の
現
年
度
償
還

率
が
、
前
年
度
の
66
・
１
％
か

ら
69
・
６
％
に
上
昇
。

・ 

各
関
係
機
関
と
協
働
し
、
生
活

5
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
重
点
事
業

平成25年度

困
窮
者
等
の
自
立
支
援
を
目
指

す
相
談
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
。

・ 

生
活
就
労
一
体
型
支
援
サ
ー
ビ

ス
拠
点「
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
」

内
に
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
。
２
２
１
名
の
相
談
に
対
応
、

関
係
機
関
と
連
携
・
協
働
を

行
っ
た
の
は
９
９
３
件
。

重
点
事
業
❸

府
民
の
生
活
を

支
え
る
権
利
擁
護

情
報
が
届
き
に
く
い
人
へ
の
的
確

な
情
報
提
供
、
生
活
を
総
合
的
に

支
え
る
取
り
組
み
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
か
ら
の
苦
情
対
応
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
へ
の
啓
発

等
を
推
進
し
ま
し
た
。

❖ 
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）

基本理念
京都府社協は、すべての人が尊厳のある生活を送ることがで
きるよう〝安心と希望の持てる支え合いの京都〟の実現を目
指します

３つの使命（キーワード）
①尊厳　②連帯・支え合い　③協働

６つの役割
①市町村社協への支援　②社会福祉施設・事業所への支援　
③利用者・府民の権利擁護　④福祉人材の確保・定着・資質
向上とサービスの質の確保　⑤ネットワークの構築・協働　
⑥福祉課題の調査・研究・提言

５つのアクションプラン
①孤立を見逃さない地域づくり　②生活困窮者等の自己実
現と自立支援　③府民の生活を支える権利擁護　④福祉人
材の確保・定着・育成　⑤自立した生活を支える「絆ネット」
の推進（⇒地域包括ケア・生活支援サービスの充実）

２つの基盤強化
①組織基盤の強化　②財政基盤の強化

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
報
告
・
決
算
報
告

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
第
3
次
中
期
計
画
」に
掲

げ
る
５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、平
成
25
年
度

の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。計
画
に
お
け
る
重
点
事
業
を
中

心
に
、
そ
の
概
要
と
特
徴
を
ご
報
告
し
ま
す
。

平成25年度決算の概況(一般会計)

台風18号災害
ボランティアバス到着風景

第三次中期計画（ ）の体系２０１２～
２０１４

福祉サービス利用援助事業の
啓発DVDを作成

・ 

新
規
利
用
者
数
は
１
６
２
名
、

延
べ
利
用
者
数
は
１
２
５
６
名

で
、
前
年
度
比
７
・
７
％
増
。

・ 

利
用
契
約
者
の
90
％
を
生
活
保

護
世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

が
占
め
る
。
ま
た
、
解
約
者
の

約
30
％
が
後
見
制
度
利
用
へ
。

・ 

啓
発
広
報
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成

し
、
関
係
機
関
・
団
体
等
へ
配

布
し
理
解
を
図
っ
た
。

❖
運
営
適
正
化
委
員
会
事
業

・ 

苦
情
件
数
は
99
件
、
問
合
せ
件

数
は
１
３
９
件
で
、
近
年
増
加

し
て
い
る
。

・ 

相
対
的
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
か
か
る
苦
情
が
多
い
。

・ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

の
適
正
実
施
を
監
視
・
助
言
す

3 京都の福祉　vol.539 2京都の福祉　vol.539



　４月１日付けで福祉部・民生課に配属になりまし
た。以前は、奈良県で医療事務を３年間経験し、受
付業務、診療報酬請求業務等に携わってきました。
　現在、日本では終身雇用の崩壊・家族機能の衰退
等が進み、雇用と福祉の共倒れの危機に直面してい
ます。これを、打破するためにもディーセントワー
ク (働きがいのある人間らしい仕事)を実現する取
り組みが重要ではないかと考えます。その中で、生

活困窮者に対する支援を
行う民生課の果たす役割
は大きいものであると感
じています。
　一日も早く仕事に慣れ
るよう頑張りたいと思い
ますので、どうかご指導ご
べんたつの程よろしくお
願いします。

福
祉
職
Re
ス
タ
ー
ト
！！

福
祉
資
格
者

就
業
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
が
オ
ー
プ
ン

　
平
成
25
年
に
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
人
口
の
４
分
の
１
を
占
め

る
時
代
と
な
り
、
介
護
を
必
要
と

す
る
人
口
も
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、

福
祉
の
仕
事
を
担
う
人
材
の
確

保
・
定
着
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
福
祉
人
材

を
ひ
と
り
で
も
多
く
確
保
す
る
た

め
、
資
格
を
有
し
な
が
ら
も
福
祉

職
に
就
い
て
い
な
い
方
の
就
業
を

応
援
す
る「
福
祉
資
格
者
就
業
サ

ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
い
た

し
ま
し
た
。

あ
な
た
の

福
祉
資
格
を

活
か
し
ま
せ
ん
か

　
一
旦
、
福
祉
職
か
ら
退
い
た
方
、

資
格
を
取
得
し
て
一
般
職
に
就
い

た
方
、
子
育
て
中
で
フ
ル
タ
イ
ム

の
勤
務
が
難
し
い
方
な
ど
、
様
々

な
理
由
で
潜
在
化
し
た
有
資
格
者

が
地
域
に
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い

ま
す
。

　
高
い
専
門
性
と
可
能
性
を
埋
も

れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
資
格
を
活

か
し
て
福
祉
の
現
場
で
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
は
全
力

で
支
援
を
行
い
ま
す
。

専
門
員
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
相
談
窓
口
で
は
登
録
さ
れ
た
方

に
、
専
門
の
相
談
員
が
一
人
一
人

の
思
い
に
沿
っ
た
求
人
情
報
を
提

供
し
、
具
体
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
を
行
い
ま
す
。
職
場
見
学
や
体

験
の
調
整
も
行
い
ま
す
の
で
、
納

得
の
い
く
職
場
が
見
つ
か
る
ま
で

お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
ま
た
就
業
さ
れ
た
後
も
、悩
み
や

不
安
を
う
ち
あ
け
ら
れ
る
交
流
会

を
実
施
し
、
安
定
し
た
就
業
と
職

場
へ
の
定
着
を
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。

福
祉
業
界
は

あ
な
た
の
力
を

必
要
と
し
て
い
ま
す

　
長
期
間
に
わ
た
り
福
祉
職
か
ら

離
れ
て
い
る
場
合
、
現
場
で
再
度

働
く
こ
と
に
不
安
を
抱
く
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

方
々
に
は
、
再
就
業
支
援
研
修
を

開
催
し
、
講
義
や
介
護
演
習
を
通

じ
て
、
就
業
す
る
上
で
の
不
安
要

素
を
少
し
で
も
取
り
除
け
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

〝
あ
な
た
の
力
が
、福
祉
の
未
来
を

明
る
く
照
ら
し
続
け
る
光
と
な
り

ま
す
。
希
望
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
福

祉
職
場
で
、
あ
な
た
の
力
を
発
揮

し
ま
せ
ん
か
〞

福
祉
の
職
場
を
支
え
る
人
材
が
、

安
心
し
て
働
け
る

職
場
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

　
高
齢
社
会
を
支
え
る
福
祉
業
界

で
の
若
手
人
材
確
保
・
定
着
・
育

成
を
推
進
す
る
た
め
、
働
き
が
い

と
働
き
や
す
さ
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
む
福
祉
事
業
所
を
認
証

す
る「
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育
成

認
証
制
度
」が
平
成
25
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
人
材
・

研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
制
度
で

認
証
を
受
け
た
法
人
と
、
特
に
人

材
の
確
保
が
難
し
い
京
都
北
部
地

域
の
宣
言
法
人
に
お
い
て
、
職
員

の
処
遇
改
善
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等

を
支
援
す
る
事
業
を
平
成
26
年
度

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
支
援
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

1【
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
】

　  

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
指
導
者
研
修
、
介
護
支

援
機
器
を
利
用
し
た
研
修
等
。

2【
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
】

　  

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
再
構
築
、
就

業
規
則
・
賃
金
体
系
等
の
整
備
、

福祉人材確保・定着・育成をめざした
新規事業を開始 あなたの想いを形に変える新たな挑戦

民生課　中住 知靖

山田 日和

福祉人材確保・定着・育成をめざした

職
場
環
境
改
善
に
係
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
等
。

3【
求
人
確
保
支
援
】

　  

求
人
サ
イ
ト
へ
の
登
録
、
就
職

フ
ェ
ア
へ
の
出
展
採
用
活
動
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
。

4【
資
格
取
得
支
援
】

　  

介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
実
務

者
研
修
、
資
格
試
験
対
策
講
座

等
　
こ
れ
ら
4
本
の
柱
を
中
心
に
、

先
進
的
ま
た
は
ユ
ニ
ー
ク
な
福
祉

人
材
確
保
・
定
着
・
育
成
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

未
来
が
展
望
で
き
る

業
界
へ
の
転
換
に

向
け
て

職
員
が
笑
顔
で
働
け
る

職
場
づ
く
り
を

　
人
材
確
保
の
た
め
に
は
、
現
場

職
員
が
長
く
働
け
る
環
境
が
提
供

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
世
間
に
広
く

ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
で
、
学

生
や
若
者
が「
こ
の
業
界
で
働
い

て
み
た
い
」と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
業
界
を
希

望
す
る
者
が
増
加
す
れ
ば
、
よ
り

多
く
の
優
秀
な
人
材
確
保
に
つ
な

が
り
ま
す
。
働
き
や
す
さ
の
ア

ピ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
と
も

に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

安
心
し
て
長
く
働
け
る〝
笑
顔
〞あ

ふ
れ
る
魅
力
的
な
職
場
環
境
へ
の

転
換
の
土
台
作
り
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
福
祉
職
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　
詳
細
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
や
支
援

事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
京
都
府
福
祉
人
材
・
研
修
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

左から、成瀬 蓉子（保育人材マッチング支援事業担当）
　　　　武藤 彩佳（潜在有資格者再就業支援担当）
　　　　森下 恵（処遇改善・スキルアップ支援担当）
　　　　片岡 法康（処遇改善・スキルアップ支援担当）

京都府福祉人材・研修センターに
配属された嘱託職員

京都府災害
ボランティアセンター
嘱託職員

新人紹介

お問合せはコチラまで

●  京都府福祉人材・研修センター
処遇改善・スキルアップ支援事業担当
●  福祉資格者就業サポートコーナー
住所：  〒604-0874

京都市中京区竹屋町通烏丸東入ル清水町375
ハートピア京都B1F 社会福祉法人京都府社会福祉協議会
京都府福祉人材・研修センター内

電話：075-252-6297
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高
校
生
の
時
、
家
庭
科
の
授
業
で

保
育
園
に
行
き
、
子
ど
も
の
笑
顔
が

持
っ
て
い
る
素
敵
な
力
に
感
動
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
保
育
士
に
な

ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
京

都
大
和
の
家
が
開
設
す
る
時
か
ら
働

か
せ
て
頂
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
10

年
が
経
ち
ま
し
た
。
短
大
を
卒
業
し

て
間
も
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
見

る
事
、
聞
く
事
の
全
て
が
初
め
て
で
、

一
日
一
日
を
送
る
事
に
必
死
だ
っ
た

事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
幼
い
な
が
ら
に
様
々
な
困
難
を
背

負
っ
て
い
る
子
ど
も
達
を
目
の
前
に

す
る
と
、
た
だ「
子
ど
も
が
好
き
だ
」

と
い
う
思
い
だ
け
で
は
受
け
止
め
き

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
見
て
い
る

と
、「
私
た
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る
場

合
で
は
な
い
」と
い
う
思
い
に
な
り

ま
す
。
子
ど
も
達
の
将
来
の
為
、
今

で
き
る
事
は
何
な
の
か
、
今
何
を
す

べ
き
か
と
悩
む
事
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
答
え
が
す
ぐ
に
分
か
ら
な
い

の
が
、
こ
の
仕
事
の
難
し
さ
で
も
あ

る
な
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
幼
い

子
ど
も
達
に
と
っ
て
今
、
身
近
な
人

か
ら
大
切
に
さ
れ
る
時
間
を
過
ご
す

事
が
、
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
の
大

切
な
人
生
の
土
台
に
な
る
の
だ
と
思

う
と
、
一
生
懸
命
考
え
、
悩
む
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
一
杯

悩
ん
で
、
今
で
き
る
ケ
ア
を
精
一
杯

し
よ
う
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
仕
事
に
就
き
、
家
族
と
離
れ

て
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
達
を
、
傍

で
見
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

一
人
ひ
と
り
の
歴
史
を
繋
げ
る
役
割

が
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
達

が
大
き
く
な
っ
た
時
、
自
分
の
過
去

を
知
り
た
く
な
っ
た
時
に
、
子
ど
も

達
に
伝
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い
。

そ
れ
が
私
の
目
標
で
す
。

●なかあぜ ともこ
施　設　名：社会福祉法人 盛和福祉会 乳児院 京都大和の家
事業所住所：〒619-0243　精華町大字南稲八妻苗竹37番地
TEL.0774-98-3840
職　　　種：保育士
経 験 年 数：10年
▶好きな言葉：心こそ大切
▶夢中になっている事：手芸

中畔 智子さん

夢中！ 熱中！

ふくしびと

いっぱい悩んで
今できるケアを
精一杯しています

子
ど
も
達
が
大
き
く
な
っ
た
と
き

一
人
ひ
と
り
の
歴
史
を
伝
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い

だから続けたい この仕事

福祉の現場で働く人た
ちの熱い想

い・メッセージを伝え
るコーナー

です。京都府内で “熱い
福祉”を “夢

中” で実践している方
々にスポッ

トをあてて、元気や楽
しさ、やり

がいを “生” の声でお届
けします。

スタッフの仲間
たちと

ケースカンファ
レンスは大事な

場

きょうたくん・
つつじやん・課長

京田辺市社協
総合相談事業キャラクター

活動場所
社協だより、安心家計のーと、相談窓口案内カード、キーホルダー

三人からのメッセージ
不安な思い　ひとりでかかえないでください。
「きっと解決　ほっと安心」　困ったとき　あきらめずに相談して
ください。 一緒に考えましょう。

今後の活躍
京田辺市民のみなさんにキャラクターを見るだけで、京田辺市社
会福祉協議会の相談事業とわかるように啓発をしていきたいと思
います。

2008年４月１日に京田辺市社会福祉協議会の
総合相談事業のキャラクターとして、幸せを呼
ぶと言われる「みつばち」と京田辺市の花「ヒラ
ドツツジ」をモチーフに誕生しました。

プロフィール

◀きょうたくん

◀つつじやん
▲課長
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御寄付
ありがとうございました

　5月18日（日）に日隈良江様より
500,000円の御寄付をいただきまし
た。社会福祉事業に活用させていただ
きます。
　ありがとうございました。

御寄付
ありがとうございました

　社団法人京都府肢体障害者協会様
（平成26年５月に解散）より、５月27
日（火）に385,412円の御寄付をいた
だきました。社会福祉事業に活用させ
ていただきます。
　ありがとうございました。

京都府福祉人材・研修
センターからのお知らせ

ハローワーク西陣共催 保育園就職面接会
●日程　７月11日（金）13：30～16：00
●会場　ハローワーク西陣 ３階大会議室
●出展法人　６事業所
●対象　保育士の資格を有し、保育園
での就業を希望される方
●その他　参加無料・予約不要

きょうと介護・福祉職場面接会in京田辺
●日程　７月25日（金）15:00～19:00
●会場　京田辺市商工会館３階 会議室

● 出展法人　10法人
● 対象　福祉施設での就労を希望され
る方（福祉職場未経験・無資格者の方
も歓迎）

● その他　参加無料・予約不要

介護福祉士等再就業支援研修
● 日程　８月２日（土）３日（日）10:00
～ 16:00（両日）

● 会場　京都社会福祉会館
● 対象　介護福祉士等の有資格者また
はヘルパー２級研修修了者、現在都
合により介護・福祉サービス事業所
に就業されていない方で、介護の現
場への復帰を希望している方

● その他　参加無料
※詳細は下記までお問い合わせください
京都府福祉人材・研修センター 福祉人材課
TEL.075-252-6298

社会福祉士受験対策セミナー
スタートダッシュ

● 日時　7月19日（土）10:00～16:30
● 会場　キャンパスプラザ京都
● 受講料　7,000円
● 指導講師　  伊東利洋氏

（有）いとう総研　取締役
ホームページからお申込みいただけます。

平成26年度
介護支援専門員（ケアマネジャー）
実務研修受講試験のための
受験対策講座

● 日程　8月9日（土）、8月24日（日）、
9月20日（土）、9月21日（日）、10月
7日（火）

● 時間　10:00 ～ 16:30
　　　（８月９日のみ9:50 ～）

● 会場　京都社会福祉会館、御所西京
都平安ホテル、キャンパスプラザ京都
　（日により会場が異なります）
● 受講料　1日につき7,000円
● 指導講師　  伊東利洋氏

（有）いとう総研　取締役
● テキスト　  ケアマネジャー試験確実

合格指南書14年版

開催要綱は、市区町村役場（介護保険担
当課）、ハートピア京都等で配布してい
ます。
※ 研修１・２の問い合わせは下記へ
京都府福祉人材・研修センター研修課
TEL.075-252-6296
URL　http://www.kyoshakyo.or.jp/
event/

ひとり親家庭いきいきふれあい
事業（キャンプ）参加者募集

● 日時　８月９日（土）～ 10日（日）
● 場所　「かや山の家」京都府与謝郡与
謝野町字温江1401

● 交通　京都駅から無料のバスが出ま
す。指定の場所からは途中乗車も可。

● 参加できる人　京都府内（京都市を
除く）に住む父子家庭の父と子（18
歳未満）30組程度

● 参加費　大人２,000円 子ども１,000円
● 申込　６月13日（金）～７月18日（金）
所定の申込書をお近くの民生児童委
員まで。

● 問い合わせ先
（主催）京都府民生児童委員協議会
TEL.075-256-7083

第17回（平成26年度）京都府
介護支援専門員実務研修受講
試験についてのお知らせ

試験日・会場
● 試験日時　平成26年10月26日（日）
午前10時～

● 試験会場　立命館大学 衣笠学舎
試験案内（申込書）の配布先
▶ 市区町村役場（介護保険担当課）、府
広域振興局、保健所等で配布

受験申込受付期間
▶ ７月14日（月）から７月28日（月）まで
　※消印有効
問い合わせ先
京都府社会福祉協議会 介護支援専門
員実務研修受講試験室
TEL.075-254-3844 （６月11日～12
月19日まで開設の専用電話）
受付時間　9:00 ～ 17:00

Information
寄付

寄付

研修1

研修2

案内

案内

案内

京都府社会福祉協議会からのお知らせ

日隈良江様 村井信夫副会長

宮本隆司常務理事 岸喜代至様
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TEL.075-252-6291　
FAX.075-252-6310
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● 「京都の福祉」へのご意見、ご感想、とりあげてほしいテーマなどをお寄せください。
表紙の写真も募集中です。（テーマ「笑顔」）

● 本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
http://www.kyoshakyo.or.jp 本紙は、共同募金の配分金に

よってつくられています。

京
都
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福
祉
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